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要　旨：学生食堂利用による健康増進をめざし， 大学生協食堂を利用する学部学生 102 
人（平均年齢 19.8 ± l.3 歳）を対象に無記名自記式質問票による調査を行い， レシートの
栄養表示の活用と主食・主菜・副菜のそろった食事（以下， バランス食）の選択を男女
別に明らかにした。レシートを毎回見ているのは， 男女共に約 80％であり，注目する項
目は，価格が女子 79.7％に対し，男子 96.4％と有意 (p ＝ 0.030) に高く，エネルギーが男
子 39.3% に対し，女子 60.8％と高い傾向にあった。バランス食を毎回選択するのは女子
27.0％に対し， 男子 46.4％と高い傾向にあった。レシートを毎回見る男子は，バランス食
を毎回選択する割合が見ない人よりも有意 (p=0.034) に高かったが， 女子ではレシートを
見る頻度とバランス食の選択との間に関連を認めなかった。男女の特性に応じて， バラン
スの良い食事選択の支援が必要である。

（2019 年 9 月 30 日受理）

Ⅰ . 緒言

超高齢社会を迎えるわが国の健康増進と疾病予防のた
めに，厚生労働省が策定した第 3 次食育推進基本計画
(2016 〜 2020 年 ) では，若い世代を中心とした食育の
推進を第一の重点課題としている l)。大学生は保護者か
らの自立期であり，生涯にわたり健全な心身を培うため
には， この時期までに健康的な食習慣を身に付けること
が望ましい。しかしこの世代は健康や栄養に関する知識
やスキルが少ないと認識している者が多く， このような
対象には，日常生活で利用する食環境の改善による支援
が欠かせないと報告されている 2)。食環境整備の一環と
して，2018 年度より外食・中食・給食などで「健康的
な食事（スマートミール）」を，継続的に健康的な環境
で提供する事業者を認証する制度が開始された。また， 
健康的な食事を社員食堂で提供する企業では社員食堂の
献立をすべて健康化することによって社員の健康状態が
改善したことを報告している 3)。

学生食堂における健康的な定食の提供による食育につ
いては，福田 4, 5)，森脇ら 6) が報告している。大学生協
食堂は，学生食堂の約半数を占め，学生の食生活支援
に大きな役割を担っている。しかし，生協の学生食堂で

は定食の提供は実施せず，学生が自由に料理を選択で
きるカフェテリア方式をとっている。また，レシートに
価格，赤・緑・黄の 3 色食品群の点数，エネルギー，野
菜量，塩分相当量，たんぱく質，カルシウムの情報を掲
載し，食事選択の自己評価を促している。五島ら７）は，
大学生協食堂のレシートを用いて学生の食生活の実態
を，Seward ら 8) は大学の食堂で食品栄養表示を用いた
介入プログラムを実施し報告しているが，男女別の検討
はしていない。

そこで，本研究では，大学生協食堂での食事とレシー 
トの利用の実態調査を行い， レシート情報の収集状況と
主食・主菜・副菜のそろった食事（以下，バランス食）
の選択状況，およびその関連を男女別に明らかにするこ
とを目的とした。

Ⅱ . 方法

l. 対象と調査方法

2017 年 10 月，大学生協食堂の 1 日の利用者約 500 人
の 1 割にあたる 50 人を対象に 4 日間調査を実施した。4
日間の調査票の配布数（対象者数）は 206 人であった。
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調査の実施にあたり，対象者には食堂入口において，食
堂利用者の健康増進を目的として実施することを口頭で
説明し，無記名自記式質問票を一人につき 1 回，重複
しないように配布し，記入を依頼して出口で回収した。
調査票の提出をもって同意したものとした。

2. 調査内容

調査項目は属性 4 項目，レシート記載情報に関する 3
項目，食堂利用時のバランス食の選択に関する 1 項目の
計 8 項目である。

1) 属性
性，年齢，所属，学部の 4 項目とした。

2) レシー トを見る頻度
「レシートを見ていますか」と問い，回答区分は（毎

回，2 回に 1 回，4 ～ 5 回に 1 回，全く見ない）の 4 択
とした。レシートを見る頻度とバランス食選択の関連を
検討する際には，「毎回」見ると回答した人を“毎回群” 
,「2 回に 1 回，5 回に 1 回，全く見ない」と回答した人
を “毎回未満群”の 2 区分に統合した。

3) 注目する記載情報
「レシート表示のうち，普段見ているもの全てに◯を

付けて下さい」と問い，価格（円），赤 · 緑・黄の 3 色
食品群の点数（点），エネルギー (kcal)，野菜量 (g)，
塩分相当量 (g)，たんぱく質 (g)，カルシウム (mg) の
7 項目から複数回答とした。

4) 健康づくりへの栄養表示の効用
「レシートの栄養表示はあなたの健康づくりに役立っ

ていますか」と問い，回答区分は（とても役立ってい
る，役立っている，あまり役立っていない，全く役立っ
ていない）の 4 択とした。栄養表示の効用とバランス食
選択の関連を検討する際には，「とても役立っている」
と「役立っている」と回答した人を“役立つ群”,「あ
まり役立っていない」と「全く役立っていない」と回答
した人を“役立たない群”の 2 区分に統合した。

5) 食堂利用時のバランス食の選択
「食堂利用の際に，主食・主菜・副菜が揃うように食

事を選択していますか」と問い，回答区分は（毎回，2 
回に 1 回，4 ～ 5 回に 1 回，全くしていない）の 4 択と
した。

3. 解析方法

各項目の男女比較と，レシートを見る頻度および栄養
表示の効用と，バランス食選択との関連については X2

検定を用いた。データの解析には，SPSS for Windows 
Ver.22（日本アイ・ビーエム（株））を用い，全ての検
定の有意水準を 5％とした（両側検定）。回答に不備の
あるものは，その項目のみ欠損とした。

Ⅲ . 結果

1. 解析対象者の属性（表 1)

調査の回答は，124 人（回収率 60.2%）から得られ，
このうち学部生 102 人 (82.3%），男子 28 人 (27.5%) 女
子 74 人 (72.5%）を解析対象者とした。年齢は 19.8 ±
1.3 歳で，男女に有意差はなかった。

レシートを毎回見ている割合は男女ともに約 80％で
有意差はなかった。注目する栄養表示について，価格は
男子 96.4%，女子 79.7％と男子で有意に (p ＝ 0.030）高
く，3 色食品群の点数は男子 67.9％，女子 77.0%, エネル
ギーは男子 39.3%，女子 60.8％と女子で高い傾向がみら
れた (p=0.051)。

健康づくりへの栄養表示の効用についての回答割合
は，男女で有意に異なっていた (p= 0.001)。男子は「と
ても役立っている」が 25.0％と女子の約 5 倍，「全く役
立っていない」が 10.7％と女子の 2 倍以上と共に高かっ 
た。しかし「とても役立っている」と「役立っている」
を合わせると男子 50％に対して，女子 72％と女子で有
意に (p ＝ 0.001) 高かった。

食堂利用時の主食・主菜・副菜が揃う食事選択の割合
は，男子 46%，女子 27％と男子で高い傾向 (p= 0.094）
があった。

3. レシートを見る頻度とバランス食選択の関連（図 1)

男子において，レシートを見る頻度が“毎回群”は，
52.2％がバランス食を毎回選択していたが， “毎回末満”
群ではバランス食を毎回選択している割合は 0％であっ
た (p=0.011)。一方，女子では，“毎回群”でもバラン
ス食を毎回選択する割合は 31.6％で“毎回未満群”は
11.8％であり，関連は有意ではなかった。

2. レシート栄養表示の活用と食事選択の男女比較（表２）
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表２ レシート栄養表示の活用と食事選択（男女比較）

図１ レシートを見る頻度とバランス食選択の関連（男女別）図２ 栄養表の効用とバランス食選択の関連（男女別）
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4. 栄養表示の効用とバランス食選択の関連（図 2)

女子において，栄養表示が“役立つ群”は 37.7％がバ
ランス食を毎回選択していたが，“役立たない群”では
0%(p=0.010) であった。一方，男子では栄養表示の効用
とバランス食の選択に有意な関連はなかった。

IV. 考 察

男女ともに約 80％がレシートを毎回見ており，全く
見ない人は 0％で，男女差を認めなかった。注目する記
載情報を男女で比較した場合，男子では価格と回答した
割合が有意に高く，女子ではエネルギーと回答した割
合が高い傾向にあった。平成 20 年の国民健康・栄養調
査の報告 9) によると，体重を減らそうとする者の割合
は 20 歳代で男性は 31.8%，女性が 55.8％であり，20 歳
以上で，適正体格であるにもかかわらず，体重を減らそ
うとする者の割合は男性 30.8％に対して女性は 49.9％と
女性で高い。本研究においても，女子はエネルギー制限
を心がけている人が男子より多く，エネルギーに注目す
る女子が多かったと考えられる。健康づくりへの栄養表
示の効用についての回答から，男子は食・健康情報の活
用に熱心な人と無関心な人に二極化していると考えられ
た。

レシートを見る頻度とバランス食選択の関連について
は，男子において， レシートを見る頻度が “毎回群”は
52.2％がバランス食を毎回選択していたが，女子では， 

“毎回群”であってもバランス食を毎回選択する割合は
31.6％で，関連は有意ではなかった。 レシートを見る事
がバランス食選択に繋がっていないと考えられる。

栄養表示の効用とバランス食選択の関連については， 
女子において“役立つ群 “は 37.7％がバランス食を毎回
選択していたが，“役立たない群”では 0%（p=0.010)
で有意であった。一方，男子においては栄養表示の効用
とバランス食選択の間に有意な関連はなかった。栄養表
示が役立つと認識すればバランス食選択が増える可能性
がある。学生食堂を利用した食教育として，メニューの
栄養表示，バランスのよい食事のサンプルの展示，卓上
メモ，パンフレット， レシピ集の配布， 料理教室の開催，
食生活診断などにより効果を上げたとの報告 2, 4, 5) があ
る。一方で，田上ら 2) は個人の努力に限界のある若年
成人にとっては情報へのアクセスだけでなく，食物への
アクセスもあわせた食環境の整備が重要であると指摘し
ている。

平成 27 年国民健康・栄養調査 10) によれば，20 歳代
で主食・主菜・副菜が揃った食事が 1 日 2 回以上である
日が「ほとんど毎日」の割合は男性 39.1％に対して，女
性 38.4％とやや低い。また，副菜を食べられないとし
たのは，男性 83.9％に対して女性 86.9％と女性で高い。 
その結果，20 歳代女性のたんぱく質，カルシウム，食

物繊維，カリウムの摂取が 60 歳代より低く， 管理栄養
士養成校に対し，改善の取組の通知 11) がなされた。

生協食堂では大学生の自発的な食の選択能力を高める
ことを目的として，カフェテリア方式を採用している。
また，学生の経済力， 食に対する知識，学力によって食
事選択が異なることが内部調査で判明している 12）。一
方 で，少子化時代の大学には，学生の確保のために学
生の嗜好，価格，手軽さ， 簡便さ等の要望に迎合した食
堂を運営する風潮がある。学生の背景要因に合わせて、

「スマートミール」のような主食・主菜・副菜が揃った
定食の提供を行うことも一つの改善策であると考えられ
る。

福田ら4,5)は短大において栄養バランスの良い定食を
1 日 50 食販売し，食物栄養学科の学生らを中心に食育
に参加させて健康的な食堂運営を行っている。森脇ら 6）

はヘルシー定食提供の試みにより学生の食環境が充実し 
たと報告している。また，学生食堂でのバランス食提供
の取組が食育本として出版 13 , 14）されている。学生から
健康的な定食提供の希望もあり，大学生協も健康的な定
食の提供を検討する時期に来ていると考えられる。

本研究の限界は，調査対象が一大学の生協食堂利用者
に限られること，10 月の 4 日間の食堂利用者の 1 割だ
けを対象としたこと，調査対象大学の学生の男女比を反
映して，男子の回答者数が少ないことである。学生生活
実態調査 12) によると食堂利用率は約 3 割と報告されて
いる。なかでも女子学生は弁当を持参する割合が高く， 
食堂利用が少ない。 また，選択した食事のエネルギー
摂取量の調査を行っていないため，バランス食を選択し
ていても，エネルギー摂取の過剰や不足，主食の重ね食
べなどの問題が含まれている可能性がある。さらに，バ
ランス食の選択については自己申告であるため，男女に
おける食への知識の差が影響している可能性がある。本
研究の長所は，初めて食堂レシートの栄養表示の注目状
況やバランス食の選択状況を男女別に明らかにしたこと
である。回答率が 60％と比較的高く，食に対する興味
や関心が低い学生も対象となった可能性がある。

本研究の結果を受けて，学生への適切なエネルギー摂
取やバランス食の選択の支援が必要と考え，大学生協食
堂内に，週 1 回，レシートの栄養表示を活用した食事点
検と支援を行う管理栄養士による食支援コーナーを試験
的に設置した。バランス食を摂取した 3 枚のレシートを
集めると，野菜小鉢券を景品として渡すこととした。本
調査に回答した者のうち，約 10％の学生が来所し，景
品を受け取った。しかし，来所するのは，食・健康に対
する関心が高い学生に偏る傾向があり，食・健康につい
て関心が低い学生へのアプローチが課題として残った。
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V. 結論

大学生協食堂のレシートの注目状況を男女別に検討し
たところ，注目する項目は，男子は価格，女子はエネル
ギーが高かった。 バランス食の選択割合は男子 46.4%，
女子 27.0％と女子の方が低かった。適切なエネルギー摂
取やバランスのよい食事選択を促すために，男女の特性
に合わせた支援の必要性が示唆された。
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